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町のできごと

　町は3月12日、ライト工業株式会社と「災害時における資機材
の提供に関する協定」を締結しました。災害時や訓練の際に、土
のうやブルーシートなどの資機材の提供を受けるもの。災害時の
資機材不足解消や訓練水準の向上などが期待され、地域の防災力
強化につながります。締結式では高橋町長と盛岡営業所の石井寛
人所長が協定書に署名しました。

　地域みらいづくり会議合同報告会を 2月 21日、町公民館で行
いました。コミュニティ会長や学生など 54人が参加。小学校区
ごとに開催した「地域みらいづくり会議」の取り組みや成果をポ
スター発表で共有しました。参加者は意見交換やポスターを見て
内容への理解を深め、地域コミュニティのこれからについて考え
ました。地域みらいづくり会議は令和 8年度も開催予定です。

　『令和7年度福祉×まちづくりフォーラム～みんなで考える地
域の「つながり」「支え合い」～』が2月19日、町公民館で行われ
ました。関係機関や民生児童委員など23人が参加。講師の川原
直也さん（岩手県立大学非常勤講師）は、学生ボランティアの関心
ポイントや時代とともに変化するまちづくりについて話し、参加
者は学生や若者による地域づくりの事例やコツを学びました。

　トヨタカローラ岩手株式会社から町に対し、企業版ふるさと納
税によるバッテリー EVのbZ4Xの寄贈がありました。２月25日
にフィットネスクラブウイング岩手で行われた贈呈式で、高橋町
長から塚原孝一代表取締役へ感謝状を手渡しました。同社はカー
ボンニュートラル※を目指す取り組みの一環で、県内の自治体を
支援。町では公用車のほか災害時の非常用電源として活用します。

　町保健推進員協議会の設立40周年記念講演会が2月26日、町
公民館で行われました。各地域の同推進員など93人が参加。IBC
岩手放送の奥村奈穂美さんによる自身の体験を踏まえた講演で、
乳がんの早期発見の大切さを学びました。
　同協議会は昭和60年設立。地域保健活動の充実・推進を図り、
町民の健康増進と福祉の向上の役割を担っています。

　町体育協会 70周年記念講演会が 3月 1日、田園ホールで行
われ約 150 人が来場。元女子バレーボール日本代表の大山加奈
さんが「繋ぐ～バレーボールが教えてくれたこと～」と題して、
周囲との支え合いの大切さなどを語りました。南昌みらい高バ
レーボール部の後藤榮人さん（3年）は「心に響く話が多くあっ
た。目標を明確に、チームで頑張りたい」と話しました。
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こずかたこども園【3歳児】

※温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させ、実質的にゼロとすること。
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徳田保育園【3歳児】
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　この春に各種全国大会（コンテスト）に出場する 4団体の代
表者が 3月９日、高橋町長を表敬訪問しました。
　矢巾中ハンドボール部女子の白藤姫

ひお り

織部長と吉原結
ゆ り な

莉那主
将、矢巾北中特設合唱部の松田ゆず季

き

部長と山﨑結
ゆ づ

鶴副部長と
佐藤暖

ののか

花副部長、同校特設スケート部の田中稟
り の

埜部長、一般の
男声合唱団じゅうすの小岩春

はると

斗代表と藤沢真
まおと

音さんが高橋町長
に対して意気込みを語りました。

　スポーツや文化芸術などで顕著な活躍をした小中学生へ贈
る「児童生徒顕彰メダル」事業で、個人29人、団体193人で計
222人が表彰を受けました。高橋町長が各校で賞状とメダルを
授与。うち、矢巾北中では第71回全日本中学校通信陸上競技
大会IWATE 男子中学共通砲丸投げ1位の西舘空さん（3年、写
真右）、第78回全日本合唱コンクール全国大会 同声の部金賞
の同校特設合唱部の金野ひなさん（同左）が代表受領しました。

　北矢幅の星北高等学園の卒業式は3月6日、田園ホールで行
われました。卒業生26人が3年間の高校生活に思いを馳せて、
卒業後の進路へ決意を新たにしました。式では卒業生を代表し
て伊藤雅

まさ き

暉さんが「さまざまな形の強さがあり、それぞれがか
けがえのない価値があることを学んだ。誰かと同じでなくてい
い。遠回りしてもいい。また歩き出せばいい。3年間での学び
を糧に、これからの人生を力強く歩んでいく」と述べました。

　法務省などが実施する第 44回全国中学生人権作文コンテス
ト県大会で、菅原愛

まな か

花さん（矢巾中 1年）が最優秀賞を受賞し
ました。菅原さんは「私が家族から教わった大切なこと」と題
して、父親との会話や家族との関わりから、人権には心の支え
になる人々の願いや想いが込められていることなど、学んだこ
とや感じたことをまとめました。同コンテストは作文をとおし
て、人権尊重へ理解を深める機会とするため行われています。※田中部長は 3年、他中学生は 2年

※ここで紹介している生徒の学年は受賞・表敬訪問時のもの。8 令和8年４月1日  No.866
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徳田保育園【3歳児】

　町防災士養成講座終了式を2月22日、町公民館で行いました。
地域住民11人が防災士の資格を取得。住む地域の防災リーダー
としての活躍が期待されます。修了式では佐々木俊樹さん（南
矢幅5区）が高橋町長から修了書を代表受領。地域の防災力向
上のため、決意を新たにしました。また、岩手大学の齋藤徳美
名誉教授の防災講話や、避難所で使用される段ボールベッドの
組立体験も行いました。

　町産リンゴを使用した新商品の販売が2月25日から、1年間
限定で始まりました。洋菓子店「タルトタタン」と矢巾町「食と
健康のアンバサダー」の小野寺惠さんが共同開発。タルトタタ
ン本店、矢巾店、青山店、二コア店（二戸市）の4店舗のほか、
通信販売で購入可能です。同24日の商品発表会でタルトタタ
ンの小松豊社長は「完成度の高いものになった。ぜひ地元の方々
に食べてほしい」と期待。

　小野寺さんは「希少価値のある紅玉の深みと香りを生かした。
リンゴの酸味・甘味とサツマイモの香り、チーズとのマリアー
ジュ（抜群の相性）を楽しんでもらいたい」と魅力を語りました。
　同日に行われた試食会には応募した6人が参加。「ちょうど
いい甘さで食べやすい」「さまざまな食感が楽しめて食べごた
えがある」などの感想が寄せられ、好評を得ていました。

　県農業農村指導士の認定を受けた菅原啓太さん（太田）が2月
20日、高橋町長を表敬訪問しました。同指導士は地域農業の
発展と農村地域の活性化に意欲的に取り組む優れた農業者を
県知事が認定する制度です。菅原さんは「農地の所有者や農
業者が自分の農地に責任を持つことが大切。若手の農業者に
とって経営がしやすい環境になるよう、既存の農業にとらわれ
ないさまざまな取り組みを伝えていきたい」と話しました。
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